
脅~

丈
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な「
礼
儀
」

今
年
は
ス
ポ
ー
ツ
が
熱
い
。
野
球
、
ι

サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
水
泳
、

}

バ
ス
ケ
ッ
ト
に
ラ
グ
ビ
ー
と
海
外
で
…

日
本
選
手
が
競
い
あ
っ
て
い
る
姿
を

見
る
と
、
遠
く
に
感
じ
て
い
た
世
界

…

が
近
く
に
見
え
る
。
そ
ん
な
ス
ポ
l

…

ツ
の
世
界
で
話
題
に
な
る
の
は
日
本

人
の
礼
儀
、
マ
ナ
ー
で
あ
る
。
選
手

…

控
え
室
使
用
後
の
清
掃
、
応
援
に
駆

パ

け
つ
け
た
サ
ボ

l
タ
l
の
ゴ
ミ
拾
い
、

j

相
手
チ
l
ム
へ
の
リ
ス
ベ
ク
ト
な
ど
が

…

メ
デ
ィ
ア
で
話
題
に
な
る
。

一
方
で
、
試
合
に
熱
く
な
っ
て
暴
動

…

へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
し
ま
う
行

…

為
や
飲
食
業
界
で
は
多
大
な
損
失
と

な
っ
た
昨
今
の
迷
惑
行
為
も
同
時
に

…

き、
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さ
一
老

報
道
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
同
じ
日
本

リ

人

の

行

為

で

あ

る

。

…

迷
惑
行
為
と
い
え
ば
残
念
な
が
ら

当
苑
の
建
物
周
辺
に
も
、
た
ば
こ
の

…

吸
い
殻
、
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き
缶

な
ど
が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
て
、
建
日

物
を
一
周
す
る
だ
け
で
ビ
ニ
ー
ル
袋

…

が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。
こ
れ
ら
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
は
、
ひ
と
つ
の
環
境
問
題

…

で
あ
り
、
迷
惑
を
か
け
る
行
為
で
あ
…

る
こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
分
の
好
き
な
部
分
だ
け
ル
l
ル
や

…

マ
ナ
ー
を
守
り
、
そ
れ
以
外
は
守
れ

な
い
と
い
う
の
は
残
念
な
話
で
あ
る
。

日

日
本
人
が
大
切
に
し
て
き
た
礼
儀

…

は
、
柔
道
、
剣
道
な
ど
武
道
に
よ
っ

て
心
技
体
を
一
体
と
し
て
鍛
え
、
人

…

問
形
成
の
道
と
し
た
教
え
に
由
来
…

す
る
と
も
考
え
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
全

般
に
そ
れ
は
浸
透
し
て
い
る
。
相
手
…

2 
池
田
め
ぐ
み

に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
、
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
な
ど
は
武
道
だ
け
で
な

く
、
成
長
す
る
過
程
の
中
で
学
び
、

形
成
さ
れ
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
ま

た
、
社
会
人
に
な
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
l
、
接
遇
研
修
等
で
、
あ
い
さ

つ
の
方
法
や
名
刺
交
換
、

言
葉
遣
い

な
ど
を
学
ぶ
機
会
が
あ
る
が
、
テ
ク

ニ
ッ
ク
と
し
て
上
手
に
で
き
た
と
し

て
も
、
相
手
を
思
い
や
る
心
、
本
質

者
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
相
手
に

は
伝
わ
ら
な
い
。

礼
儀
と
い
う
一

言
の
中
に
は
、
挨

拶
、
マ
ナ
1
、
ル

1
ル
を
守
る
な
ど

様
々
な
要
素
が
含
ま
れ
る
と
思
う
。

接
遇
研
修
も
ま
さ
に
思
い
や
り
の
心

者
育
む
こ
と
に
通
ず
る
よ
う
心
技
体

を
一
体
と
し
て
鍛
え
、
人
と
し
て
の

成
長
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
み
た

い
も
の
で
あ
る
。

一一一一一一

会の終わりでは今回の総会をもって退任される会

長、 E会畏、幹事の皆様よりご挨拶をいただきまし

た。お母さま、お父さまのご入居していた頃の思い

出話や幹事者担ってくださった理由など、 貴重なお

話をしていただきました。また、今年度から 4名

の方が新たに幹事者担ってくださることになりまし

た。過去から現在に至るまで、家族会に携わってく

ださったご家族の思いを霊け止め、引き続き、ご家

族とともに運富していけるよう努めてまいります。

家族会総会
令和5年4月30日(日)に第44回家族会総会

在開催いたしました。今回は家族会のPR者兼ねて、

会員だけではなく非会員のご家族にも己漂内し、多

くの方にご参加し、ただきました。新型コロナウイル

ス感染症が涜行してから約3年、その聞の総会は

主に書面議決で実施してまいりましたが、今回はよへ

しぶりに対面で行われ、緊張感とともに皆様のご協

力で開催できたことの喜び在強く感じました。

総会は会長の進行の下、令和4年度事業報告並

びに会計報告や役員改選、令和5年度事業計画並

びに予算案、行事への参加協力 ・家族ボランティア

の件について質疑応答の後、賛成多数で可決 ・承認

されました。



『佐舎

ナ が 江 戸 川 区 の タ ワ ホ

ル船堀で開催されました。

デジマ-'7肱世界157力園の

中で、「最も幸世在国jとして選ばれたことのあ

る園です。社全保障制度1J'充実し、貧困や差別ち

草く、個人の尊厳や意思在大事にしている、民に

特化した世界でも有数の福祉国家で言。前述にも

あ口ます由工「ノーマリぜーショ)'Jの生みの親パ

ジヲミケJレセジ生誕の地であ口、障害を持つ人也、

持た草い人ち、地域の中で、同じく生活ができる

環境作口が大切であると唱えてお口ます。

セミナで怯、デジマクの歴史と文化に触れ草

が5、デジマ-'7の社会保障制度についてや教育、

政治等さまざま草視点白ち福祉先進国の取口組みを

詳しくご紹介いただくとともに、現地での生活につ

『ノーマリゼーションセミナーj
令和4年11月20日

いて貴重草お誌の数々をお

問。せくださいました。

千葉先生l孟若吉田に単身

でデジマフにわた口、今日

に至るまでデジマ-'7と日本

を繋げる懸け橘として活躍怠

さっています。1d:んと、パジ

ヲミケルセジ閃こもお金いし

たことがあるそうです。

パジヲミケJレセ〉記~l司団理

事畏 千葉忠夫先生によるセミ

デンマークか5学ぶ

ドF
電器

令
和
4
年
9
月
同
日
、
な
ぎ

さ
和
楽
苑
最
大
の
慶
事
で
あ
る

敬
老
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
も
感
染
症
対
策
を
講
じ
、
規

観
者
縮
小
し
、
ご
入
居
者
様
と

職
員
の
み
で
の
お
祝
い
と
な
り

ま
し
た
。

ご
入
居
者
様
に
は
式
典
の
様

子
を
リ
モ
ー
ト
で
、
各
ユ
ニ
ッ

ト
の
リ
ビ
ン
グ
で
ご
覧
い
た
だ

き
ま
し
た
。
式
典
の
中
で
は
畏

寿
の
方
と
、

「米
寿
L

「喜
寿
L

な
ど
の
節
目
の
方
を
ご
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
介
護
員
か
ら
お

祝
い
の
メ
ァ
セ

l
ジ
を
お
送
り
い

た
し
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は

こ
れ
ま
で
の
ご
活
躍
や
日
頃
の

感
謝
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
ご
入

居
者
様
の
車
敵
な
お
人
柄
が
読

み
取
れ
ま
し

た
。
式
典
後

に
は
新
田
太

鼓
様
に
演
舞

を
ご
披
露
い

た
だ
き
ま
し

た
。
太
散
の

演
奏
は
体
だ

け
で
な
く
心

に
も
響
き
、

全
身
で
楽
し

REPORT 

長寿を祝う集い

EVENT 

場島

海外研修再開

コロナ禍でしば5くの期間中止と草っていた当

苑の海外研修が再開できることとE口ました。研

修で肱千葉先生にご案内し、ただき草が5、スウエ

デジ、デジマ-'7、ドイツ在巡口、告園の介護施

設や名所在訪れ、現地の事5しを肌で感じること

ができる素晴5しい機会と草ってお口ま言。

a'療
関

・

河
問

ン
イ
開

イ
テ

a
「

ラ
ン

ン
ラ

オ
ボ

コロナ禍以前に

ポラジティアの方々

が地域交流スベー

スで開催していた

ポラジティア喫茶

在、オジライジと

いう形で初めて実施しました。久しぷ口にポラジ

ティアの方が滝nてくださったコーヒーやアイスを

いただき草が5、ご入居者僚とポラジティアの方在

オジライジで繋吉、告ユニットでのんび口と交流在

していただきました。以前、ポラジティア喫茶に足

しげく通っていたご入居者様I孟「やっぱり滝れたて

のコーヒーl孟おいしし1ねjとおっしゃっていました。

初めての鼠みでしたが、今後のポラジティア活

動の活性化につ草がる課題を見つけることもでき、

とても有意義容時間lこE口ました。

-Z 

当苑で生活されている黒田徳子相泊地月に1()()歳のお

誕生日をお迎えになられました。当日は、同じフロアの

ご入居者様や職員がmまったほか、江戸川区福祉部長

の森淳子様にご来苑いただきました。記念すべき日を

皆様と 緒に盛大にお祝いすることができ、職員一岡、

大変喜ばしく感じております。

当日は、森部長様からのお祝いの言主主江戸川区か

らの記念品の贈呈、平井施設畏代

理からのご挨拶、なぎさ和楽苑か

らのプレゼント、ご家族からのお手

紙など、盛りだくさんの内容でした。

段後に、職員特製のくす玉を用意Lへ
度目は割れませんでしたが、二度

目はきれいに割れ、会場は和やか

な雰囲気に包まれて、とても素敵な

卦浪となりました。

祝!官寿• 

め
る
も
の
で
し
た
。
次
こ
そ
は

生
の
演
奏
者
ご
入
居
者
線
、
ご

家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
と
楽
し
め
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
か
ら
ど
入
居
者
様
に
、

車
精
子
や
杖
な
ど
に
使
用
で
き

る
名
正
や
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

の
飾
り
立
て
、
写
真
立
て
が
附

ら
れ
ま
し
た
。
喜
ば
れ
て
い
る

ご
様
子
に
、
私
た
ち
職
員
も
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

今
回
も
多
く
の
方
の
ご
協
力

に
よ
り
「
長
寿
在
祝
う
集
い
L

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た。

O ⑨O⑨O⑨ 
地域のお祭りに
参加しました
4年，百口と詰った「清新町臨調

町ふれあいまつりj、「南江戸川ふるさとまっDJ、「葛西 『四季の

遭」新団地域 I、れあいフェスティパルJに、熟年棺談室のPRコー

ナ 在出庖いたしました。当日怯晴天に恵まれ、待古に待った皆さ

まの思いがあふれるよう耳、大変盛況草おまつ口とな口ました。

お子横由、5ご高齢の方まで 緒に楽しめる rlオん玉jや「ジエ

ジ刀遊びj、スマホやタブレット操作に親しんでいただき草が5の

「脳トレJ'o:どの催しとともに介護情報の発信在行い、 「黙年相談

室j在PRしました。お立ち寄りいただいた皆緑、ありがとうござ

いましたl テジトに掲示していた「昭和の三種の神器J(皆さま

お分野口に怠口ま宮古川ワ)の写真

が自在引いたようで、ご年配の

方自宅子どもたちに「これl孟冷蔵

庫怠んだよ-J草どと教えてい

る光畢に、私た古ち心が和む楽

しい一日と草口ました。

夏のリモートボランティア

今年包東京ポ

ラシティア市民活

動センター徴主

催の「亘のリモー

トポラシティアJに参加しました.

今回隊「星寿を祝う集いjに古わせ、

Iオリジナル手作Dフォトフレ ムj

と「お祝い動画jのブレゼシト企画

を実施しました.数々の素敵怠デザ

インのフォトフレームや、 気符ち方'i6

め5れた心温まるi!l祝い動画をと入

居者織へi!l届け1することができまし

た.

ご参加し1ただいた皆織へむよりお

札を申し上げま!l".

TOPICS 



舎

よりあし1処プロジェクト

今年度の4月より、よりあい処の活動がパ

ワ アップして戻ってまいりました。現在、週

2回のブロクラム在各担当が用意し、感染対策

在講じた上で、ご入居者犠にお越しいただい

ておりま言。

水曜日は音楽の時間で、歌唱はできません

が、ピアノの演奏在聴いていただける時間在

設けたり、簡単に弾ける楽器の演奏在体験し

てレただいております。 v 
金曜日は、ぬり絵や習字、工作などお好き

なこと在行う時間や、ボランティアの方々によ

るオンラインコンサ ト在鑑賞していただいて

います。ご入居者様に「また行きたいな、楽

しみだなJと思っていただけるような時間在

ご提供できるよう、日々プログラム在考えてお

ります。

実際にピアノ演奏に参加された方からは、

I久しぶりに思い出の曲在聴いて涙が出まし

たJr今日はよりあい処があるから楽しみで

吉J草どのおき葉ちいただいておりま官。こ

れからち自由に、楽しくご参加し1ただける“場

所"を皆織にご用意したいと考えています。

•••••••••••••• ••••• ••••• ••••• ••••• •••••••••••••••••••••••••• 
なぎさ和楽苑におけるBCP

事業継続計画(BCP)とは、大地震などの自然災害や新型コ

ロナウイルス等の感染症のまん延、サプライチェーン(供給網)

の途絶容ど不測の事態が発生してち、事業在中断させない、中

断しても可能な限り短い期間で復旧させるための方針、体制、

手順を示した計画のことをいいます。

吉べての介護サービス事業所施設において、令利6年3月31
日までに、災害や感染症のまん延などが起こって吾、最低限の

サービス提供在維持していく同計画の策定が運営基準に定めら

れました。当施設では計画の策定および職員の訓練だけでなく、

委託業者や近隣の町会、自治体や他の福祉施設との相E連携を

意識した劃閣の見直しを行っていま言。

職員とサ ピスを利用する方の命在守るために事業継続計画

はとてち重要容ものとなります。

•••••••••••••• ••••• ••••• ••••• ••••• •••••••••••••••••••••••••• 

ミ&フリーサロンあしたばの活動紹介! 謎ぎあしたばでの最近の活動をご紹介したいと思いま昔。

I就労支鑓l

「みん容の就労セジターJと雇用契約を

結び、「あったか八ウスJの草むし口在行っ

てお口ま言。 暑い目、寒い目、 風が強く吹

く日もあ口ま曹が、熱心にl1li口組むメ:;JC 

の姿勢に動bさせ5れま言。 『仕事をする充

実感』在皆さんが口にしてい5っしゃいます。

[あしたばマルシェl

5階の平和菜園で1<<、メジパーが野菜在育てています。

育てた野菜在自分たちで調理し童宮に加え、販売在目的

とした「あしたばマルシェJの準備が着々と進んでお口ま

す。過日怯、 重野菜(ミ二トマト、ピマジ、草宮、きゅ

う口)の苗在ホムセジタで購入し、植え付けをしまし

た。日々手入れや水や口在行い、値段や売口方主主どはメ

ジバで話し合って決めたいと思います。

[あしたほアート展mlこ向けてl

昨年の8月、タワーホーJL樹堀で開催した「あしたばアー

ト展llJで協、あしたばメジパーの作局(約550点)在

展示し、好評在博しました。「あしたばア ト展IIIH孟前回、

前々回在上回る展示室に昔ベく鋭意準備中で言。

以上に加え、舛出、外部との交流なども企画しており

ま昔。今後もさ5#-る前進聖目指してまし-11)ま官。
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認知症ケア学会発表
令和5年6月3日・4日、国立京都国際会館

で開催された、第24回日本認知症ケア学会大

会にて、特養3階で小山拓也・山内佑美両介

護員が中心となって取り組んだ「食事スタイル

シートを活用した食事支援の取り組みJについ

て発表する機会をいただきました。

簡単に説明しますと、ご入居者様の食事の様子を記録し課題を抽

出した後、職員みんなで解決策を考えることで、ケアの質の向上を

目指す試みです。

取り組み後、以前よりも食事の様子を細かく知ることができ、また、

職員聞での対応策の共有化も容易になりました。結果としてご入居

者様にとっては食事の時間がより有意義に、職員にとっては技術の

向上や対応の統 化が可能と在ったことで、ケアの質の向上に禦が

りました。

食事に限らず、ご入居者様に楽しく過ごしていただくには「その入

者知る」己とが求められます。日々忙しい業務の中、なかなか容易

なことではありませんが、私の周りには同じ志を持った職員が数多く

おります。皆で一丸となって、ご入居者様に笑顔で過ごしていただけ

るよう、今まで以上に努めてまいりたいと思います。

(3階百合 ・蘭大城潤治)

-・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・-・・・・・・・

五月人形を展示しました

毎年、ボランティアの方に己協力
をいただき、 1帽の地媛空調スベー
スに展示している五月人罷で習が、

今回h主将獲の己入居者織にちぜD間
近で見ていただきたいという患い力、
5、間間限定でしたが、5帽のよ口

あし喰品入口口の織に展示しました.
己;入居者織だけで怠く、ご家族織

たちtJ'6包 Iこん怠に立派怠五月人
形隊久し，3¥0に見出 I写実をIII口た
し'J怠どのお芦をたくさんいただき、
大変好評でした.



、

よりあいの会..

令初5年4月2日(日)に、よりあ

いの金を開催しました.感染症対軍

でごく少数で行いましたが、怠吉さ

相楽公園の桜を眺め怠が5のお融歩

や古茶を楽しんでいただきました.

思い出誌や畳近見たテレビの誌主主

ど、会誌にも花が眠き、楽しし、Dと

時と怠りました.参加された方か5
Ia: rコロナで集ま口が怠かったか5

とても楽

しかったJ
と笑顔が

見5れま

した.

と題してパネルヂイスカッションを開催しました。

家族介護者、行政機関、区内家族会、地域包括支

援センター等各関陥噌蜘のご協力により、家族介

護者支援推進の土台作りおよひ澗係者への情報提

供 ・発信に取り組むことができました。令和5年度

も家族介護者支援について考え、引き続き取り組

んでまいります。

TOPICS 

令和3年度「家族介護者支援ネットワーク構築に関する研犯と題し、区内家族会・

オレンジカフェの実撞量腔査および支援機樹へのニーズ軍監聖者実施し、家族会等の後継者

問題、資金・場所・支援者等の資源不足庄犠題ほか、家族会等の宮御Fド足など、実態の

把握をいたしました。令和時度は、実態調査の結果を基に「家族会等と支援機関由t共

同諌題に取り組めるネットワークの構事むを目指し、助成在受付ることができました。

(1)ネッ トワーウ連絡会町椀催(令和4年10月30日)

(2)刷出草て叩ネッ トワ ウ濯動(令和5年1月25日)
(3液族畑鮪支援ネッ トワークセミナー(令和5年3月4目)

「家族介護者支援担輸を凪Tょう 1-江戸)1区の家族等活量隆考える-J

(4)江戸川区家族会・オレンジ力フエ紹介パンフレッ ト作成

公樹士団法人目;材士会福植弘済会
社会福祉助成事業側究事業)

-. 

や職掲でのプレッシャーや悩みを

共有しへ他者の支えや理解を受け

ることで、心的負担由曜くなります。

誰由、と話すことで感情を発散させる

こともでき、思いを共有し共感を

得ることで、孤独感も解消できます。

その結果、職員個々のメンタルヘ

ルスを良好に保っきっかけ作りに

役立ちます。

職員自治会では、そのよう主役

割が果たせるように努めてまいりま

すので、よろしくお願いいたします。

と考えています。また、日常生活

『佐

3月のセミナーでは、杉並区て骨覗絵活動を幅広

く展開しているNPO法人杉並介護者応援団の北原

理良子理事長より家族会活動の実践報告、行政と

の連携の在り方、家族介護者支援の在り方など熱

い志を発信していただきました。その後、江戸川

区福副部介護官鞍謀、区内家族会・オレンジカフェ

運営代表者で「江戸川区の家族会等活動を考える」

新人歓迎会を終えて

職員自治会による新人歓迎会

が令和5年5月に開催されました。

適切な距離を保ち、マスク活用な

どの感染症予防対策を講じながら

も、参力晴の楽しむ笑顔が見られ、

有意義な時聞を過ごすことができ

ました。飲食は控えましたが、テー

ブルごとに歓談する機会が生まれ、

交疏が深まりました。「交疏するこ

とJはとても重要で、交疏の喝を

通じて職員聞のつながりを深め、

良好な職場環境在築く役割がある

令和4年度v 

y 

令和元年に入所してか己、早4年が経古ま

す。私は小学生の頃より模型作りが好きで、

時間があるときは、野晶臓や飛行機などの模

型町'Fってし、ました。ここに来て白、5も、部屋

に飾るスペースを作って模型在飾っているほ

か、木材を切ったり似宇業もしています。

なかなか場所もないので難しし1ですが、本

当は鉄道のジオラマを作t1t:5良いなと思っ

ています。

持
ち
主
M
V
L
ワ
一
生
懸
命
に
作
業
さ
れ
て

い
た
リ
、
明
る
〈
母
こ
し
て
い
る
姿
を

見
た
リ
し
て
、
一
度
、
障
害
者
分
野
へ

就
職
し
ま
し
た
が
、
高
齢
者
分
野
で
仕

事
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た

の
で
、
平
成
百
年
、
屯
ぎ
さ
和
楽
苑
に

入
職
し
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
今
年
動

続
初
年
ビ
屯
リ
ま
し
た
.
入
職
時
は
、

平
方
前
施
設
長
よ
リ
「
特
養
を
知
ら
古

け
れ
ば
何
も
で
き
古
い
」
と
の
言
葉
が

あ
り
特
暑
に
配
属
ビ
主
リ
ま
し
た
。
特

養
で
は
介
護
の
基
本
か
ら
応
用
ま
で
さ

ま
ざ
ま
屯
こ
と
を
先
輩
介
護
員
か
ら
学

び
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
、
く

つ
ろ
ぎ
の
問

・
訪
問
介
護

・
屠
宅
介
護

支
援
と
さ
ま
ざ
ま
主
セ
ク
シ
ョ
ン
を
体

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
.

現
在
は
介
護
支
援
専
門
買
と
し
て
職

務
に
つ
い
て
お
リ
ま
す
が
、
入
所
系

在
家
京
の
経
験
を
生
か
し
つ
つ
、
こ
利

用
者
様
・
ご
家
族
様
ビ
接
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
.
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ

学
ど
」
ビ
は
た
く
さ
ん
あ
リ
ま
す
の
で

日
々
努
力
し
て
お
リ
ま
す
。
今
後
も
自

分
の
へ

l
z
で
あ
リ
ま
す
が
福
祉
分

野
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
リ
た
い

と
思
い
ま
す
.

文集に寄せて

白井親久樺

一
一
帯
祉
・
介
護
関
係
の
職
種
を
考
え
た

の
は
、
高
校
1
年
生
の
と
き
で
し
た
。

遠
方
に
革
句
し
て
い
た
母
方
の
祖
母
が

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
で
し
た
が
、

車
核
介
護
病
院
の
看
護
の
末
に
亡
〈

古
リ
私
は
何
も
し
て
あ
げ
L

つ
れ
古

か
っ
た
と
い
う
後
悔
が
あ
リ
ま
し
た
。

高
校
2
年
生
に
屯
リ
、
進
路
に
つ
い
て

話
し
て
い
る
際
に
、
担
任
の
先
生
か
句

「
こ
れ
か
句
福
祉
、
介
護
分
野
が
必
要

世
時
伐
に
古
っ
て
〈
る
」
ビ
聞
き
、
祖

母
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
こ
の
世
界
に

進
も
ヲ
ピ
決
め
ま
し
た
.

そ
し
て
専
門
的
屯
知
識
技
術
を

身
に
付
け
る
た
め
に
、
一
一
福
祉
系
専
門
学

校
の
社
舎
一一
福
祉
学
科
に
進
学
し
ま
し

た
.
実
習
先
で
知
的
障
害
者
の
施
設
に

行
っ
た
と
き
、
同
年
代
の
方
が
障
害
を

舎

食品自販機を設置しました
飽設の近くには手軽に買い物に行

ける庖が少主主く、「意怠動務査更や

小腹が""いたときに利用できる、童
ベ物の自動傾売輔があるとうれししリ

と、臓員か5要望があ口ました.

アレンジメツト委員会で横討し、福

利厚生の聞として地下聴員宣堂内に宣晶自販蝿(力ツ

ブ麺、パジ、力ロリメイト、お菓子)を訟置しました.

「忙しくて昼宣を用意でき怠かったときに利用していま

す)r暁茶ヲJツサがお休みの日こ購入していますJr夜
勤の体憩時に利用していま言Jと、購入したことのあ

る職員か51<<r助かっていま言jと好評で，，"0

新田小学校マーチングパンド
今年も新田小学校の

生慌の皆樟が、怠吉芭

相楽苑の苑庭でとても

‘素敵怠溝曹を瞳露して
くださいました.当日

は天候にも恵まれ、青空に書く心地良いハーモニーと、

一生懸命に溝喪主Sる安に、ご利用者の宙線はとても曹

ばれ抱手喝采.コロナ禍で交流の蝿会が少怠く怠って
いる中、貴重怠時聞を共有でき、大査感謝して古りま，，"0

TOPICS 

事
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F
施
設
運
営
伺
賛
助
飽
方
名

6

(
2
0
2
2
年
4
月
5
9
旦

-
圃
寄
贈
の
部

イ
オ
ン
苗
西
居
届
岳
太
訴
明
義
稼
、
若
狭

将
未
様
、
岡
ワ
イ
ズ
マ

l
ト

名

誉

会

昼

吉

野
喜
忌
損
、
欄
ス
テ
ー
ジ
棟
、

認
定
特
定
非
曽

到
拍
動
法
人
ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京
事
務
局
長

加
地
は
る
み
慢
尾
形
葺
盟
冊
、
平
康
有
里
子
礎

車
星
雲
果
浴
場
草
生
活
福
生
同
輩
翌
口
江

戸
川
支
部
昼
中
山
狩
雄
機
坂
本
栄
様
、
門
社

恩
賞
品
ロ
ス
リ
ボ

1
ン
セ
ン
タ
ー
樺
、
小

梱
登
板
、
高
瀬
潮
棟
、
轟
音
根
、
岡
サ
ポ
ー

ト
代
表
取
締
世
中
島
和
紀
様
~
本
山
富
士

子
晶
、
東
京
臨
梅
車
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会

長
今
西
萌
様
、
大
原
聖
様
、
掌
程
華
字
晶
、

花
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
草
原
プ
ロ
ッ
ク
協
議
会
ブ

ロ
y
ク
長
田
中
健
一
棉
、
聞
飛
岡
樺
、
松
山

平方俊雄前理事長が

曙の園遊会Jに出席しました

明
子
提
小
松
寿
子
樺
、
欄
吉
田
製
作
所

・
ク

ロ
ス
テ
y
ク
欄
樺
、
東
京
書
章
銀
行
慢
特
定

非
曽
利
活
動
法
人
日
本
介
草
王
様
協
会
平
野

健

小

倉
幸
治
棟
、
柳
実
栄
樺
、
加
藤
淳
子
捕
、

不
二
聖
心
女
子
学
院
東
京
地
区
会
若
狭
輯

概
骨
栂
泰
代
様
、
同
田
義
疎
慢
モ
ン
デ
リ
1

1
・
ジ
ャ
パ
ン
岡
谷
口
概
日
本
紙
パ
ル
プ

商
事
同
様
、
腫
回
歪
窒
息
機
関
芹
誌
輔
、
串
本
樺
、

嗣
花
銀
代
表
取
偏
位
田
中
桔
也
様
、
在
宅

・

訪
問
マ
y
サ
1
ジ
ぶ
ど
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の
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マ
ッ
サ
ー
ジ

師
森
田
和
重
慢
土
国
叢
一
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-
御
寄
付
の
部

嗣
ワ
イ
ズ
マ

1
ト
名
誉
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長
吉
野
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、

伊
藤
昭
勝
様
、
山
下
企
イ
子
様
、
二
酷
音
苗
香
様
、

布
施
敏
子
棉
、
轟
山
毅
一
暢
、
捜
辺
い
と
子
融
~

溜
d
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子
穐
河
野
町
平
申
、
相
裡
喜
左
樺

*
心
心
苦
る
ご
王
援
に
明
割
い
た
し
ま
す
。

尚
、
理
行
事
に
伴
う
お
祝
い
は
割
愛
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

令和日間月11日(木)‘ 4年，!ilりに関憧さ

れた王皇・皇后宿直下主催の曹の園遊会l乙

平方債締官理事長兄ご夫妻が沼持古n品開乱、

たしました。

当日立雨模樺のあ凶こくの壬慢でしrdJI，
告界在代表する招待者とともに令和初と怠

る圏直舎で、王皇皇后両陛下より、温か

怠お言葉を頂離しました.

E ・E ・-骨唖面暑剖国間帯t白-・E・-

円一
‘ 舎

資
格
取
得
者
(
敬
称
号

認
知
症
ケ
ア
上
級
専
門
士

認
知
症
ケ
ア
専
門
士

池
固
め
ぐ
み

大
城
潤
治

介
嘗
福
祉
士

阿
部
位
向
治

・
小
野
里
富
睦

小
山
拓
也

・
工
藤
か
お
り

・
近
腫
霊
荊

・
齢

木
一
美

・
程
島
理
志

社
会
福
祉
士

徳
永
和
美

皆
吉
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

後蝿会加入のお願い

皆様方貯晶かいご支援とご
憶力をよろしくお願いし、たし
ます。

・お申し込みほ
社会褐祖国人東京栄和会
怠世輔ち酷録会
事務局まで
江戸川区西葛西8-'-， 
c 03-3675-' 201 

会費個人口 1，0∞円
団体一口5，0∞円

会痩/蛮望日軍事翠局/ヰ号柵j

Y叫，Tu出
チャンネル

Instagram 
公式アカウント

@nagi日 warakuen

回|慌回

一
巴J!f:'p.云曹

編集後記

・特養で生活相談員をしております梅原でございま 4 )， 
す.今年度より、文集の担当を務めさせていただき f 
ます.皆様に和楽苑四ホットなトピックスをお届け よ
できるよう全力で頑張ります梅原淳 ~・・・

・コロナが5頼へ移行となり、様々なイベントが再開されていま
す.当苑でも少しずつ元¢生活ヘ戻ると思います.文集なぎさ
も忙しくなりそうです。皆様からお力添えをいただきながら、
輯に『文集なぎさJを作っていきたいと思います.(生馬鍵)

.ボランティア担当として1年が経ちました。さまざまなEとを
経験していく中で、地媛の皆様との聞わりが大切であることを
学びました。地援と施設を繋ぐ役割として、少しでも多く叩皆
様こ当苑の情報をお届けできるよう、広報担当としても精いっ

ぱい頑張ってまいりますので、これからもどうぞよろしくお願
いします. 中村遣也)

文集なぎさ第 79号
，<1和5年 11月 7日発行〉

当宛では新た怠幅広い世

代への情報発信手段とし

て‘公式5N5を開設いた

しましたo Instagram (イ
ンスタブラム)の公式アカ

ウントと公式YouTubeチャンネルに怠り

ます。今後も個人情報惇護に配慮しつつ‘

当宛の取り組みをタイムリーかっ、わかり

やすく尭信してまいりますlぜひこ覧くだ

さいp

社会編祉法人車京五申 告

罪行者
編集

なぎさ和楽苑

苑畳 抽固めぐみ
「なぎさJ文集葺員
(生馬 ・梅原 ・中村)

〒 134-凹 88江戸川区西葛西8↓ 1
info@tokyoeiwakal町 jp

https://www.tokyoeiwakal町"Jp
TEL03.3675.1201 FAX，03.3675.1203 

制作嗣明光企画
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